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　目的　私考は前報-c'ハトA ギがラヴト(7)高脂血症t抑摯忖るニとを報告(s.st ^ヽおし侭。

一報に血清コレステロールく,(μ41)上早柳例の食高沢分とし-t 不飽匍脂肺や食物ぜんい(好)野

ぶ祝められ７いるべ今回はハトムギ(ﾌ)いかなる糾合μ肩句R子であ徊ヽをみるこヒを目的とレ但。

　方城あ淳μ結果　I) ･ヽトA if"(7)外奴，内軋内皮付半銭禦物および韓1ヨハトA ￥にっ

いて一般茂分とV^ぴV^喊)を剥定レ，油脂を油μレフ脂肪酸紅芦ぐ&ic法)とビタミンEび･沁

ジピリジン砥)及昿オリゲノール沸･J･伊鮨ぷ割部吸右気躊0凡酸化。性物質を剛定した。>i の

紘栗DFは内皮申..I'i､認，脂肪酸組成はCi,.i Sri､2°/.,ti8=a?4-.3％,V.E 2･i.'s％Q,わr ノりレ<i,i幻知だ。

　2) 内皮を｡脱脂処理してPP包主鍼分とレだものと精製度の要るハV A ギを飼料とし, 烏in圧

自だ発症ラット(SHR)のA-温嶮雄，詐匹i牟群に分けて飼育喫験を行った。即ちA(対㈹群は鵜

白米67%, 3,t.群は各(>7X (71半精製ハトムギと精自Aトらやとし, ひ群は脱脂内皮2o％と抱群

と同エネ･レギーになるように精自米,を加尤，牟料ともカぜイン, 刄豆迪，ﾋﾟタミン，ミネ

ラ･レ混合nil量として好％の高臨&食とレた。これらを2蘆間投与した後，臨床検査法に茎

いt ia清T-(W，HPL-C, て&，卵A-V,LP分画,聯隨質，c以,-T朗-vを剛軋し，曇た奮中CM£よ') 函£

のみかけ<7)吸収率乞求めた。べの緯果,血庵原･,呵,勧肌硬化脂数はB, iﾝ群で肩｛に低下し,肝

脂質およK落差仙かけ吸収率φ同群で低下し仁。D群与島脂血色抑制の傾向乞認蜀鳶が，ハ

トA ぞ子変体投与のB,C群の方φぐ顕著な効果I:示レre, 3) 子実体の主鋭分て゛あるデンアン

は精白米がウルチ住で｀あるヵぐハトムギ｀はモ十性であるためモデル哭稜としてSDラ-小に匍

訊必食のウルナ米と毛千米を投与し,同よ｡の気,験をレた結粟,後者で血清ゐむ値れ低下した。

A 203 夫I-レシチン'1><叉人男｝の血雀脂質･

叉銃ず多人暴政　o 甲･ij緯延

国立栗研　　　　辻‥瞥介

血如仙ぼす彩響

　β的　浦;! らμラヅh t :^・rレシヂンがizL^^jレヌタロ- iレCM)レベ,レに釦り彩

曝ドクいて穐？襖討回nかてきた。そ・蜂果，高閲朋殺摂取ラヅトにレシチンやヒ:タミソ

乙　彦れヽばこれらの湛ふ跨i双手ずると｡j吋政改暑作用があること£≪
匹。叶It 匹ヽr i 同棟り靭果戸朔蜂でβ,るりり，浄剛sμ軟的皿中洲溥浬,り痴いん

男釘てこれら0 /參み鳶濠ヽi.ニず盲験泌ざ与Å　コレヌテヴ，/レ代膏に与石心彩秀-^^

f］時にμ元節

　方池　和防げ6i.3hf の年令丿卜仔才(7i素ランチ，ア硬摩I 丿詞滴と3肝り分ヽ(f 八,外

見ふ，i ，たくLy^iT <n r/Pヽないガブ^,レI' 対肛の矩物禰，レシチンＯｐしTTE ・レシチ

ン溥合物( L£μ）i. 各なり゜^吋入レ, /0 /今摂取? -tt心裡験沸ならび十外棺沸に

は，番号t ワげμズアぞ八／If' i刄私>fs i
血函，曝-C，血淑，冷ヽ%調奮。%婁声状^名蒼，9M澗調べμ。弧-^ヽヤ旅Chi ^。 即し泳

丁恥　PL,　如丁，apT り洙レ　?邁^ Iりi ')タタソパク質冷匯 i.けいr-。

　館匙　レシチン摂μにi る俸-t <7)変化uμめφぺな*" ，(こがしム£芦ぎは洋ずが淳耀

/･^み威夕□こ。収堵朔^びに樵人期μ一Ji-＼iレシチン無，L£群でぃず几も仙下レ八銚腱声

ﾀ侈タヽ，た。妬績旅必乙レ心レa . 前俵ド比べ, 灯照肝ぞμ/ぷ々･'">μよ寿レr-tバ｀レシ

ヤン芦，t£芦でμ£に如～知町ノ/^^μ淮下しに。勿降脈化指教ほ，鍔籐芦でほjン希し政

が｀。誠襲無で｀μ拓下(/.明りリリヌ濠劾栗i 示レに。電気海鋤I'. ふる 'jタタソノリ唯釦脊

ダ･りプレスタワーノレ-S-･f̂画濠でレシチン，ム£両芦でで？勧&i察した，


